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1．  環 境 経 営 方 針

１．

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

２．

３．

４．

制定⽇：2018 年10 月1 ⽇

株式会社トライアン相互

代表取締役  徳田 桂二

地球環境と調和する生産技術を積極的に導入します。

環境関連の法規制等を遵守し環境汚染の予防に努めます。

社員⼀⼈ひとりの地球環境保護意識を向上させるため、会社を挙げて教

育・啓発活動を展開します。

この環境経営方針は、全従業員及び組織のために働くすべての⼈に周知徹

底し、また社外へも公表いたします。

 化学物質の適正管理に努めます。

 当社は⾃然の恵み豊かな塩尻市において、精密機器・機械装置等の板⾦

試作部品・少量量産品をレーザー加⼯機等を⽤い製造を⾏っています。

精密板⾦部品の生産活動において、3Q6S 活動を通じ、常に改善を徹底し

ムリ・ムダ・ムラを少なくし、環境に配慮した生産活動を⾏ない、環境経

営の継続的改善を実施します。またその活動を積極的にアピールし継続的

な顧客開拓を実施していきます。そして社会に必要とされる企業として存

続していくことを目指します。

 当社の生産活動において環境影響を考慮し環境負荷の少ない生産活動を

目指します。

レーザー加⼯機の効率化を図り二酸化炭素の排出量の削減に取り組みま

す。

加⼯⼯程から排出される廃棄物の削減に取り組みます。

加⼯⼯程及び⽇常での節水を心がけます。



2．会　社　概　要

1.1　事業所及び代表者名

　　 株式会社トライアン相互

　　 代表取締役　徳田 桂二

1.2　事業所所在地

　　 長野県塩尻市大字広岡郷原1010番地1

1.3　事業内容

　　 精密板⾦の試作品及び少量量産品の製造

1.4　環境管理責任者及び担当連絡先

　　 責任者　代表取締役　徳田 桂二

　　 担当者　総務部　　　徳田美津子

　　　　　　 連絡先　TEL 0263 (53) 2350　

　　　　　　　　　　 FAX 0263 (53) 2370

1.5  事業規模

活動規模 単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

売上高 百万円 249 222 251.32 264 242

従業員数 ⼈ 21 21 21 21 21

床面積 ⅿ2 895 895 895 895 895

1.6　事業年度

　　 10月1⽇～9月30⽇

1.7　認証登録範囲

　　 すべての事業活動及びすべての組織を対象とします。



環境経営実施体制

代　表　者

環境管理責任者

環境事務局

部　門　長

全 従 業 員 個⼈目標を設定し運⽤実施

３．

環境経営に関する統括責任

環境経営システムの構築、実施、管理等

環境管理責任者の補佐等

⾃部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状

況の報告等

－主な役割－

代表者

社 長

環 境

管理責任者

環境事務局

製造部門総務部門 営業部門

従 業 員



※上段：計画　　下段：実績と評価

基準年比 － － － － －

目標値 － － － － －

実績 〇 × 〇 〇 〇

目標値 － － － － －

実績 〇 〇 〇 〇 〇

基準年比 － － － － －

目標値 － － － － －

実績 〇 〇 〇 〇 〇

基準年比 － － － － －

目標値 － － － － －

実績 〇 〇 〇 〇 〇

基準年比 － － － － －

目標値 － － － － －

実績 〇 〇 〇 〇 〇

基準年比 － － － － －

目標値 － － － － －

実績 〇 〇 〇 〇 〇

基準年比 － － － － －

目標値 － － － － －

実績 〇 × × 〇 〇

基準年比 － － － － －

目標値 － － － － －

実績 〇 〇 〇 〇

基準年比 － － － － －

目標値 － － － － －

実績 〇 〇 〇 〇 〇

基準年比 － － － － －

目標値 － － － － －

実績 〇 × × 〇 〇

評価

注１　二酸化炭素排出量係数：オリックス　平成27年度調整後排出係数　0.36kg-CO2 を使⽤

2019

年度
評価

2020

年度
評価

2021

年度
評価

kg

kg

46,221

455

㎥

2018年度

ℓ

582

ℓ

672

kg

535

                                                        【評価基準】　○：目標達成　×：目標未達

対象物質の使⽤無し有害化学物質使⽤量

kg-CO2

kwh

1,029

ℓ

1,424

443

36,445

535

483

328

1,190

①CO2

排出量

原単位

②排出量

523.06 98%

維持管理

99% 99% 85%

450 450 450 450 387

530 530 530 455

35,738 33087 36,937 28963

水使⽤量

の削減

99% 99%

299,869

85% 83% 80%

45,297 44,834 39,288 38,363 36,977

471 459 377 349

廃

棄

物

⼀般

廃棄物

の削減

0%

85% 85% 85%

571 571 571.2 571.2 571.2

二

酸

化

炭

素

排

出

量

513 374 442 403

産業

廃棄物

の削減

98% 97%

99% 99% 99% 85%

0

82 0 0 0

LPG

使⽤量

の削減

85% 85%

85% 0% 0%

495 495 495 0 0

578 651 569.0 486

灯油

使⽤量

の削減

85% 85%

711 708

軽油

使⽤量

の削減

85% 85% 85% 83%

75%

875 875 875 854 772

1,118 1,065 1,276 1,105

83%

1,210 1,210 1,210 1,276 1,182

275,495 231,331 188,262

ガソリン

使⽤量

の削減

85% 85% 85% 83%

94% 93% 70%

293,872 284,876 281,877 278,878 209,908

電力

使⽤量

の削減

98% 95%

270,993 278,258

725 779 784

2023

年度

98,929 105,699 89,928 73,725

153,464 150,395 145,791 144,256 142,722 107,425

104,577

４-1．環境経営目標及びその実績・取組結果

98% 94% 93% 70%

kg-CO2/百万円 513

環境目標

項目

基準値

項　目

年度毎目標・達成手段（取組の自己チェックを踏まえて策定）

実績

497 492 486 366

452 633 421 341 290

2022

年度
評価



4-2．環境経営目標と実績の推移

117479.89
104577 106804.9742105698.6896

89928

73725

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000
二酸化炭素排出量推移グラフkg-Co2

299,869
270,993

278,258 275,495

231,331

188,262

0

100,000

200,000

300,000

400,000
電力使用量推移グラフ

kwh

1029.4

725.1
779.18 784.24

711 708

0

500

1,000

1,500
ガソリン使用量推移グラフℓ

582

328

82
0 0 0

0

100

200

300

400

500

600

700
灯油使用量推移グラフℓ

455 443
471

459

377
349

0

100

200

300

400

500

水使用量推移グラフm3

535 535 513

374

442
403

0

100

200

300

400

500

600

一般廃棄物排出量推移グラフkg

46221

36445 35738 33086.8
36937

28963

0

10000

20000

30000

40000

50000

産業廃棄物排出量推移グラフｋｇ

1423.9

1190
1118.32

1065.36

1276

1105

0

500

1000

1500
軽油使用量推移グラフ

ℓ

672

483.345

578.317

650.808

569

486

0

200

400

600

800
LPG使用量推移グラフkg



※上段：計画　　下段：実績と評価

基準年比

目標値

目標値

基準年比

kwh 目標値

基準年比

ℓ 目標値

基準年比

ℓ 目標値

672 基準年比

kg 目標値

535 基準年比

kg 目標値

46,221 基準年比

kg 目標値

455 基準年比

㎥ 目標値

①CO2

排出量

原単位

②排出量

683.28
62% 62% 61% 60% 60%

kg-CO2/百万円 425 420 416

2027

年度

2028

年度

環境目標

項目

基準値

項　目

年度毎目標・達成手段（取組の自己チェックを踏まえて策定）

2018年度 2024

年度

2025

年度実績

2026

年度

412 407

299,869

153,464kg-CO2 95,354 94,391 93,427 92,464 91,501

60%電力

使⽤量

の削減

62% 62% 61% 60%

1,029ガソリン

使⽤量

の削減

1,424

LPG

使⽤量

の削減

72% 71% 70%

186,379 184,497 182,614 180,731

69%

178,849

65%

701 694 687 680 673

68% 67% 67% 66%

69%

481 476 471.2 466.4 461.5

軽油

使⽤量

の削減

77% 76% 75% 74% 74%

1,094 1,083 1,072 1,061 1,050

27,515

72% 72%

399 395 391 387 383廃

棄

物

⼀般

廃棄物

の削減

75% 74% 73%

産業

廃棄物

の削減

62% 61% 61%

注１　二酸化炭素排出量係数： 2023年度調整後排出係数　0.48kg-CO2/kWhを使⽤

二

酸

化

炭

素

排

出

量

4-3．環境経営目標　中長期目標

有害化学物質使⽤量 対象物質の使⽤無し 維持管理

73%

345 342 338 335 332

水使⽤量

の削減

76% 75% 74% 74%

60% 60%

28,673 28,384 28,094 27,804



責任者 評価 コメント
今後の

取組

定期的な機械の清掃、点検 青柳 〇 予定通りに実施できた 継続

不稼働設備の電源OFF 青柳 〇 徹底できている 継続

室内の温度管理

（室温20℃～25℃）
徳田(美) 〇 温度、風量調整が上手く出来ている 継続

空調フィルターの定期清掃 青柳 〇 予定取り実施できた 継続

不要照明のこまめな消灯 青柳 〇 習慣化できている 継続

生産⼯程の効率化改善 青柳 〇 改善の余地あり 継続

急発進、急加速をなくし

燃費の向上を図る
徳田 〇 徹底できている 継続

冬季の暖機運転の短縮 徳田 〇
暖冬の影響で暖機時間は少なかった

シェードの使⽤は徹底できている
継続

配送ルートの効率化を図る 徳田 新

宅配便の効率的な利⽤ 徳田 〇 徹底できている 継続

更新時に低燃費車を選択 徳田 〇 更新はなかった 継続

梱包材の再利⽤ 青柳 〇 徹底できている 継続

分別の徹底 徳田(美) 〇 徹底できている 継続

廃

材
曲げテストブランクの削減 青柳 〇 徹底できている 継続

作業ミスによる廃棄量の削減 青柳 △
新規採⽤があったため不良が若干増え

た
継続

シールやポスターで節水の

意識付け
徳田(美) 〇 ⾃動水栓にした効果が継続している 継続

環境対応型の代替品を

使⽤する
徳田(美) 〇 徹底できている 継続

5．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

水使⽤量
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化学物質使

⽤量の削減
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(1) 当社に適⽤される法規制等と現在までの遵守状況

適⽤される事項

（施設、物質、事業活動）
証拠書類等 判定

契約書・許可証 〇
マニフェスト 〇

水質汚濁防止法 油類流出事故時の措置 事故報告書 ✔
騒音規制法 空気圧縮機（7.5kw以上） ✔
振動規制法 空気圧縮機（7.5kw以上） ✔

家電リサイクル法
テレビ、冷蔵庫、洗濯機廃棄時

リサイクル料⾦の支払い
リサイクル券 ✔

消防法
油類（灯油、機械油、廃油）の管理

消火器の設置基準

点検記録

検査済票
〇

フロン類使⽤機器の点検（簡易・定期） 点検表 〇
第1種特定製品の修理・処分 引取証明書 ✔

高圧ガス保安法 液化酸素、液化窒素 検査票 〇

(2) 違反及び訴訟の有無

また、過去3 年間、関係各機関から特に指摘・指導は無く、訴訟もありませんでした。

6．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

９．代表者による全体評価と見直し・指示

CO2排出量の削減、特に弊社に於いては電気使⽤量の削減のために照明のLED化や最新の

ファイバーレーザー加⼯機への置換など矢継ぎ早に実施し目標をクリアしてきたが大きな成

果が得られる策もそろそろネタが尽きてきたように感じている。ここからは小さなことをコ

ツコツと積み上げていかなければならず全社員のアイデアを持ち寄るようにしていかなけれ

ばならない。

また、お客様はサプライチェーン全体でのCO2排出量の削減を目指し、外注先の再生可能エ

ネルギーの使⽤を求めつつあるため、どのように対応していくか検討の必要がある。

フロン排出抑制法

届出書

法規制等の名称

廃棄物処理法
⼀般廃棄物、産業廃棄物

（廃油、混載物、水銀使⽤製品etc）

注）チェック欄…〇：遵守　×：不遵守　✔：今期該当なし）　

当社の業務に適⽤となる義務規定（⼀部それ以外を含む。）の主な環境関連法規等とその

主な内容、適⽤対象等は次表のとおりです。

上記環境関連法については、遵守チェックリストにより、確実に法規を遵守していること

を確認しました。


